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Abstract

火星の大気波動を概観する.
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1 傾圧不安定波

図 1はバイキング 2号による地表の風と地表面気圧の観測結果である. 図の中の上
の曲線がmeridional windのデータで, 下の曲線が地表面気圧のデータである. 風
速の値は図の右側にm/secで, 圧力の値は図の左側にmbで示してある. 図の横軸
は時間をバイキング 2号が着陸してからの日数であらわしている. また図の上には
対応する Ls の値も示してある.

地表面気圧も風も 3.1火星日 (sol)周期の変動をしている. この変動は傾圧不安定
波の存在を示唆するものであると考えられている. 圧力については 3.1sol周期の変
動に加えて大気量が増加していく現象も重なって表れている.

また雲の形からも傾圧不安定波の存在が示唆されている. GCMによる simula-

tion(Leovy and Mintz,1969)によっても傾圧不安定波が存在しうることが示されて
いる. (Leovy,1979)

図 1 地表面気圧と風の変動 (Leovy(1979), fig 6)
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2 地形性定在波

火星表面の地形により波が生じると予想されている. forcingの形態としては次の
2つが考えられている. (Leovy,1979)

• 高低差による運動学的な forcing

• differential heating

これらの波はmodelによって simulateされている. (例えば, Moriyama(1973))

3 内部重力波

探査機で撮影された写真の中の雲のパターンから内部重力波の存在を知ることがで
きる. 図 2の写真で見られるのは山岳によりつくられた Lee waveである. (Briggs

and Leovy,1974)
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図 2 内部重力波 (Briggs and Leovy(1974), fig 3)
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